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技術士　第二次試験　模擬答案用紙

１．都市活動に起因する環境問題
①生活環境の悪化

　・都市部では、ヒートアイランド現象が進行している。

　・自動車起源の騒音と排気ガスによる大気汚染が改善されていない。

②建設廃棄物の処理限界

　・建設リサイクル率は、９２％と向上している。

　・建設発生木材・汚泥・混合物のリサイクル率は、低い水準である。
　・最終処分場の容量が小さいため、廃棄物がこれ以上増加するとコスト増になり不法投棄が増加する恐れがある。
③閉鎖性海域での環境悪化
　・東京湾・伊勢湾・瀬戸内海などの閉鎖性海域において、リンや窒素等の流入により、赤潮や貧酸素水塊による青潮が発生し、漁業への影響も出ている。
　・浮遊性ゴミの流入により、閉鎖性海域での船舶航行障害が発生している。

２．環境負荷軽減のための都市計画の方向性と方策
①生活環境の改善
・緑の基本計画に基づき、都市公園の整備を計画的に行う。また、立体的な都市公園についても検討する。

・公共及び民間施設の屋上や壁面を緑化することにより壁面温度を低下させる。
　・下水道の高度処理水を利用したうち水の実施と保水性舗装の活用を行う。

　・緑化地域制度の活用による都市内の民有地における緑化を推進する。
　・ＩＴＳ（高度道路交通システム）による渋滞の緩和を進める。
　・交通需要マネジメントによる自動車交通の平準化を図る。

②建設リサイクルの推進

　・リサイクル率の低い品目について、再生の技術開発を行うとともに、リサイクルシステムを構築する。

　・事業実施段階の材料について、リサイクル品の使用をさらに進める。

　・最終処分場の建設については、計画段階から周辺住民の合意形成を図り、円滑に進めていく。

③閉鎖性海域での対策

　・下水終末処理場においては、高度処理を行うことにより流入水質の向上を図る。
　・合流式下水道の改善により、浮遊性ゴミをはじめとする夾雑物の削減を図る。
　・合流式下水道からの雨天時越流水の流入を削減する。
３．おわりに
　以上、環境負荷軽減のための都市計画の方向性と方策について私見を述べてきた。
　都市における環境問題は、わずかながら改善しつつあるが、新たな問題も発生してきており、簡単には解決できないと考える。
　環境負荷を軽減するためには、都市計画として対策を進めることが重要であるが、私たち国民ひとりひとりが環境問題を意識して、環境負荷軽減のために身のまわりで出来ることから実行していくことも大切であると考える。
　私は、建設部門の技術者として、自己研磨に努めるとともに、環境負荷の小さい社会資本整備に貢献していく所存である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－以上－









Ｉ－２　都市活動に起因する環境問題を３点列挙し、それぞれ簡単に解説せよ。その上で、環境負荷軽減のための都市計画の方向性と方策について、あなたの考え方を述べよ。










